
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

監

査

の

結

果

に

基

づ

き

講

じ

た

措

置

の

状

況

の

監

査

事

務

局

公

表

担

当

課

（

室

）

目

次

【

規

則

】

○

岡

山

県

林

業

・

木

材

産

業

改

善

資

金

貸

付

規

則

林

政

課

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

（

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

【

公

告

】

○

令

和

二

年

度

行

政

書

士

試

験

の

実

施

総

務

学

事

課

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

定

款

変

更

の

認

証

の

県

民

生

活

交

通

課

申

請

○

鳥

獣

保

護

区

特

別

保

護

地

区

の

保

護

に

関

す

る

自

然

環

境

課

指

針

の

案

の

縦

覧【

人

事

委

員

会

】

○

給

料

の

調

整

額

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

人

事

委

員

会

す

る

規

則

○

岡

山

県

職

員

特

殊

勤

務

手

当

支

給

規

則

の

一

部

〃

を

改

正

す

る

規

則

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

【

公

安

委

員

会

】

○

警

備

業

法

に

基

づ

く

講

習

生

活

安

全

企

画

課

【

監

査

公

表

】

岡

山

県

公

報

令和２年７月７日 第１２２０８号



◎
岡
山
県
規
則
第
五
十
四
号

岡
山
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
七
月
七
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
（
平
成
十
五
年
岡
山
県
規
則
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
三
項
中
「
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

「

様
式
第
三
号

中

を

借
用

金
額

（表）

」

「

借
用

金
額

に
改
め
、
同
様
式

中
（裏）

連
帯
保
証
人
の
極
度
額

」

「

」
を

第
７
条

連
帯
債
務
者
は

こ
の
契
約
に
よ
る
一
切
の
債
務
に
つ
い
て

各
自
連
帯
し
て
こ
れ
が
履
行
の
責
め
を
負
う
も
の
と
す
る

。

，
，

。

「第
７
条

連
帯
債
務
者
は

こ
の
契
約
に
よ
る
一
切
の
債
務
に
つ
い
て

連
帯
し
て
履
行
の
責
め
を
負
う
も
の
と
す
る

，
，

に

「

」
を
「

」
に
、

２
甲
に
よ
る
乙
に
対
す
る
履
行
の
請
求
は

連
帯
債
務
者
に
対
し
て
も
効
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る

こ
れ
が

連
帯
保
証
人
の
極
度
額
を
限
度
と
し
て

。

。」

、

，
，

，

」

３
甲
に
よ
る
連
帯
債
務
者
に
対
す
る
履
行
の
請
求
は

乙
に
対
し
て
も
効
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る

。

，

「

」
を

３
甲
は

連
帯
保
証
人
の
変
更
に
関
し

乙
か
ら
請
求
が
あ
り

適
当
と
認
め
る
と
き
は
こ
れ
を
変
更
す
る

。

，
，

，

。

「３
甲
は

連
帯
保
証
人
の
変
更
に
関
し

乙
か
ら
請
求
が
あ
り

適
当
と
認
め
る
と
き
は
こ
れ
を
変
更
す
る

，
，

，

に
改
め
る
。

４
甲
に
よ
る
丙
に
対
す
る
履
行
の
請
求
は

乙
に
対
し
て
も
効
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る

。

」
，

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和２年７月７日　岡山県公報　第１２２０８号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
七
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

井
原
市
木
之
子
町
字
向
山
五
一
八
二
、
五
一
八
三
の
一
、
五
一
八
三
の
二
、
五
一
八
四
の
一
、
五

一
八
七
の
一
、
五
一
八
七
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

字
向
山
五
一
八
三
の
一
・
五
一
八
三
の
二
・
五
一
八
四
の
一
・
五
一
八
七
の
一
・
五
一
八
七

の
二
（
以
上
五
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（２）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（３）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
井

「

原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和２年７月７日　岡山県公報　第１２２０８号



〔
三
〇
六
〕
行
政
書
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
号
）
第
三
条
第
一
項
の
行
政
書
士
試
験
（
以
下

「
試
験
」
と
い
う

）
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。
な
お
、
試
験
の
施
行
に
関
す
る
事
務
は
、
同
法
第

。

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
一
般
財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
に
行
わ
せ
る
。

令
和
二
年
七
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

試
験
の
日
時

令
和
二
年
十
一
月
八
日
（
日
曜
日
）
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

二

試
験
の
場
所

山
陽
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
（
岡
山
市
中
区
門
田
屋
敷
二
丁
目
二
番
一
六
号
）

三

試
験
の
科
目
及
び
方
法

１

試
験
の
科
目

行
政
書
士
の
業
務
に
関
し
必
要
な
法
令
等
（
出
題
数

四
十
六
題
）

（１）

憲
法
、
行
政
法
（
行
政
法
の
一
般
的
な
法
理
論
、
行
政
手
続
法
、
行
政
不
服
審
査
法
、
行
政

事
件
訴
訟
法
、
国
家
賠
償
法
及
び
地
方
自
治
法
を
中
心
と
す
る

、
民
法
、
商
法
及
び
基
礎

。
）

法
学
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
出
題
し
、
法
令
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
現
在
施
行
さ
れ

て
い
る
法
令
に
関
し
て
出
題
す
る
。

行
政
書
士
の
業
務
に
関
連
す
る
一
般
知
識
等
（
出
題
数

十
四
題
）

（２）

政
治
・
経
済
・
社
会
、
情
報
通
信
・
個
人
情
報
保
護
及
び
文
章
理
解
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
出

題
す
る
。

２

試
験
の
方
法

試
験
は
、
筆
記
試
験
に
よ
っ
て
行
う
。

（１）

出
題
の
形
式
は
、
１

に
つ
い
て
は
択
一
式
及
び
記
述
式
、
１

に
つ
い
て
は
択
一
式
と
す

（２）

（１）

（２）

る
。
な
お
、
記
述
式
は
、
四
十
字
程
度
で
記
述
す
る
も
の
を
出
題
す
る
。

四

受
験
願
書
及
び
試
験
案
内
の
配
布

１

窓
口
配
布

配
布
期
間

（１）

令
和
二
年
七
月
二
十
七
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
八
月
二
十
八
日
（
金
曜
日
）
ま
で
（
土
曜

日
、
日
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
を
除
く

）
。

配
布
場
所

（２）
ア

一
般
財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

令和２年７月７日　岡山県公報　第１２２０８号



イ

岡
山
県
庁
（
県
民
室
及
び
総
務
部
総
務
学
事
課
）

ウ

各
県
民
局
地
域
政
策
部
総
務
課

エ

各
県
民
局
地
域
政
策
部
地
域
総
務
課

オ

岡
山
県
行
政
書
士
会

２

郵
送
配
布

住
所
、
氏
名
及
び
郵
便
番
号
を
記
載
し
、
百
四
十
円
分
の
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒
（
角

形
二
号
（
Ａ
四
サ
イ
ズ
の
受
験
願
書
が
折
ら
ず
に
入
る
大
き
さ
の
も
の

）
を
同
封
し
た
上
、
郵

）

便
で
令
和
二
年
八
月
二
十
一
日
（
金
曜
日

（
必
着
）
ま
で
に
請
求
す
る
こ
と
。

）

請
求
先

〒
二
五
二

〇
二
九
九

日
本
郵
便
株
式
会
社

相
模
原
郵
便
局
留

一
般
財
団
法

－

人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
試
験
課

五

受
験
手
続

１

郵
送
に
よ
る
受
験
の
申
込
み

受
験
願
書
の
受
付
期
間

（１）

令
和
二
年
七
月
二
十
七
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
八
月
二
十
八
日
（
金
曜
日
）
ま
で
（
同
日

の
消
印
が
あ
る
も
の
ま
で
受
け
付
け
る

）
。

受
験
願
書
の
受
付
場
所

（２）

一
般
財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
試
験
課
。
受
験
願
書
及
び
試
験
案
内
が
入
っ

て
い
た
封
筒
を
使
用
し
、
簡
易
書
留
郵
便
で
郵
送
す
る
こ
と
。

提
出
書
類

（３）

受
験
願
書
（
顔
写
真
及
び
受
付
郵
便
局
の
日
附
印
の
あ
る
振
替
払
込
受
付
証
明
書
（
お
客
さ

ま
用
）
の
貼
付
が
あ
る
も
の
）

２

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
の
申
込
み

受
験
の
申
込
み
の
受
付
期
間

（１）

令
和
二
年
七
月
二
十
七
日
（
月
曜
日
）
午
前
九
時
か
ら
同
年
八
月
二
十
五
日
（
火
曜
日
）
午

後
五
時
ま
で

入
力
に
当
た
っ
て
の
注
意
事
項

（２）
ア

入
力
方
法
等
手
続
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
一
般
財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
s
:
/
/
g
y
o
s
e
i
-
s
h
i
k
e
n
.
o
r
.
j
p
/

）
で
確
認
す
る
こ
と
。

イ

令
和
二
年
八
月
二
十
五
日
（
火
曜
日
）
は
回
線
が
混
雑
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
つ
な
が

り
に
く
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
早
め
に
申
し
込
む
こ
と
。
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ウ

令
和
二
年
八
月
二
十
五
日
（
火
曜
日
）
午
後
五
時
ま
で
に
申
込
み
の
入
力
を
完
了
し
て
い

な
い
場
合
は
、
接
続
中
又
は
入
力
中
で
あ
っ
て
も
受
験
の
申
込
み
が
で
き
な
く
な
る
の
で
注

意
す
る
こ
と
。

３

受
験
手
数
料

七
千
円
。
試
験
案
内
に
記
載
す
る
方
法
に
よ
り
払
い
込
む
こ
と
。

払
込
み
に
要
す
る
費
用
は
、
申
込
者
の
負
担
と
す
る
。

（１）

払
い
込
ま
れ
た
受
験
手
数
料
は
、
天
災
等
の
理
由
に
よ
り
試
験
を
実
施
し
な
い
こ
と
と
し
た

（２）
場
合
等
を
除
き
、
返
還
し
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
受
験
の
申
込
み
を
行
う
場
合
は

所
定
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

申

、

（

（３）
込
者
本
人
名
義
の
も
の
に
限
る

）
又
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
払
い
込
む
こ
と
。

。

４

試
験
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

一
般
財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

電
話
番
号
〇
三

三
二
六
三

七
七
〇
〇

－
－

六

特
例
措
置
の
実
施

身
体
の
機
能
に
障
害
の
あ
る
者
で
、
車
椅
子
の
使
用
、
補
聴
器
の
使
用
、
拡
大
鏡
の
持
込
み
等
受

験
に
際
し
て
特
例
措
置
を
希
望
す
る
も
の
は
、
事
前
の
申
請
の
手
続
が
必
要
と
な
る
た
め
、
受
験
の

申
込
み
を
行
う
前
に
必
ず
一
般
財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
こ
と
。

七

合
格
発
表

１

合
格
発
表
の
日
時

令
和
三
年
一
月
二
十
七
日
（
水
曜
日
）
午
前
九
時

２

合
格
発
表
の
方
法

一
般
財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
掲
示
板
及
び
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

並
び
に
岡
山
県
総
務
部
総
務
学
事
課
前
及
び
同
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.

o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
5
/

）
に
合
格
者
の
受
験
番
号
を
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
同
セ
ン
タ
ー
か

ら
受
験
者
に
合
否
通
知
書
を
郵
送
す
る
。
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〔
三
〇
七
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
七
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

令
和
二
年
六
月
二
十
六
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
み
ん
な
の
集
落
研
究
所

三

代
表
者
の
氏
名

石

達
也

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
表
町
一
丁
目
四
番
六
四
号

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
主
に
中
山
間
地
域
を
は
じ
め
と
し
た
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
等
に
起
因
す
る

課
題
を
も
つ
岡
山
県
内
の
地
域
・
集
落
に
対
し
て
、
そ
の
維
持
と
発
展
に
関
す
る
調
査
研
究
及
び
提

言
、
マ
ッ
チ
ン
グ
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
人
材
育
成
な
ど
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
諸
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
な
が
ら
、
社
会
全
体
の
利
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

会
議
に
関
す
る
事
項
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〔
三
〇
八
〕
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八

十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

。

を
指
定
す
る
た
め
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
針

の
案
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針
の
案
に
つ
い
て
意
見
を
有
す

る
区
域
の
住
民
及
び
利
害
関
係
人
は
、
法
第
二
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
八
条
第

五
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
二
年
七
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
名
称

和
意
谷
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

二

鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
区
域

次
の
図
の
と
お
り
と
す
る
。

三

鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
存
続
期
間

令
和
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

四

鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針
の
案

次
の
と
お
り
と
す
る
。

五

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

縦
覧
の
期
間

令
和
二
年
七
月
七
日
か
ら
同
月
二
十
一
日
ま
で

２

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
並
び
に
岡
山
県
備
前
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課

及
び
同
部
東
備
地
域
森
林
課

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環

「

境
課
並
び
に
岡
山
県
備
前
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課
及
び
同
部
東
備
地
域
森
林
課
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
三
号

給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
七
月
七
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
児
童
相
談
所
の
項
中
「
一
」
を
「
二
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規

則
の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
四
号

岡
山
県
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
七
月
七
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

岡
山
県
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
口
蹄
疫
、
豚
コ
レ
ラ
」
を
「
口
蹄
疫
、
豚
熱
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
三
号

て
い

中
「
炭
そ
、
ブ
ル
セ
ラ
病
、
鼻
そ
、
豚
コ
レ
ラ
」
を
「
炭
疽
、
ブ
ル
セ
ラ
症
、
鼻
疽
、
豚
熱
」
に
改
め

そ

そ

る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
号

警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
二
十
二
条
第
二
項
第

。

一
号
に
規
定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
二
年
七
月
七
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

警
備
業
務
の
区
分
等

警
備
業
務
の
区
分

期

日

時

間

場

所

令
和
二
年
九
月
二
十
三

午
前
九
時
か
ら

岡
山
市
北
区
厚
生
町
三
丁

雑
踏
警
備
業
務
及

日
（
水
曜
日
）
及
び
同

午
後
五
時
ま
で

目
一
番
一
五
号

び
交
通
誘
導
警
備

月
二
十
四
日

木
曜
日

岡
山
商
工
会
議
所

業
務

（

）

の
二
日
間

二

講
習
対
象
者

当
該
警
備
業
務
の
区
分
以
外
の
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
警

備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
又
は
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係

る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規

定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
修
了
証
明
書
（
以
下
「
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
等
」
と

い
う

）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

。

１

最
近
五
年
間
に
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て
三
年

以
上
で
あ
る
者

２

警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
号
。
以
下

「
検
定
規
則
」
と
い
う

）
第
四
条
に
規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る

。

も
の
に
限
る

）
に
係
る
法
第
二
十
三
条
第
四
項
の
合
格
証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明
書
」
と
い

。

う

）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

。

（

。
）

３

検
定
規
則
第
四
条
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定

当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る

に
係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受

け
た
後
、
継
続
し
て
一
年
以
上
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

４

検
定
規
則
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員
等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六

十
一
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
五
号
。
以
下
「
旧
検
定
規
則
」
と
い
う

）
第
一
条
第
二
項
に

。

規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る

）
に
合
格
し
た
者

。
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５

旧
検
定
規
則
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の

に
限
る

）
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
検
定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
一
年
以
上

。

当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

一
通

(1)

写
真

一
枚
（
縦
の
長
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
申

(2)
込
前
六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
も
の
）

二
に
掲
げ
る
講
習
対
象
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類

各
一
通

(3)

当
該
警
備
業
務
の
区
分
以
外
の
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
等

ア
の
写
し

イ

次
の
区
分
の
う
ち
該
当
す
る
も
の
に
係
る
書
類

二
１
に
該
当
す
る
者

(ｱ)

当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業

者
等
の
作
成
に
係
る
書
面
（
以
下
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
と
い
う

）
及
び
履
歴
書

。

二
２
に
該
当
す
る
者

(ｲ)

検
定
規
則
第
四
条
に
規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に

限
る

）
に
係
る
合
格
証
明
書
の
写
し

。
二
３
に
該
当
す
る
者

(ｳ)

検
定
規
則
第
四
条
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に

限
る

）
に
係
る
合
格
証
明
書
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

。
二
４
に
該
当
す
る
者

(ｴ)

旧
検
定
規
則
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係

る
も
の
に
限
る

）
に
係
る
合
格
証
の
写
し

。

二
５
に
該
当
す
る
者

(ｵ)

旧
検
定
規
則
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係

る
も
の
に
限
る

）
に
係
る
合
格
証
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

。

２

提
出
先

県
内
に
住
所
を
有
す
る
者

(1)

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
の
生
活
安
全
課
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県
外
に
住
所
を
有
す
る
者

(2)

県
内
の
警
察
署
の
生
活
安
全
課

な
お
、
郵
送
又
は
信
書
便
に
よ
る
申
込
み
及
び
代
理
人
に
よ
る
申
込
み
は
、
受
け
付
け
な
い
。

３

提
出
期
間

令
和
二
年
八
月
三
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
七
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で

四

受
講
手
数
料

一
万
四
千
円

（
注
）

岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
、
受
講
申
込
時
に
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
返
還
し
な
い
。

五

受
講
定
員

十
五
人
。
た
だ
し
、
申
込
順
に
受
け
付
け
、
受
講
定
員
に
達
し
た
と
き
は
、
提
出
期
間
内
で
あ
っ

て
も
受
付
を
締
め
切
る
。

六

講
習
の
委
託

こ
の
講
習
は
、
一
般
社
団
法
人
岡
山
県
警
備
業
協
会
（
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
一
一
番
一
八

号
）
に
委
託
し
て
行
う
。

七

そ
の
他

１

受
講
者
は
、
筆
記
用
具
を
持
参
す
る
こ
と
。

２

講
習
終
了
後
は
、
筆
記
の
方
法
に
よ
り
修
了
考
査
を
実
施
す
る
。
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◎
岡
山
県
監
査
公
表
第
六
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
九
十
九
条
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
監

査
の
結
果
に
基
づ
き
、
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
二
年
七
月
七
日

岡
山
県
監
査
委
員

小

林

義

明

岡
山
県
監
査
委
員

上

田

勝

義

岡
山
県
監
査
委
員

山

本

督

憲

岡
山
県
監
査
委
員

佐

藤

由

美

子
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監 査 対 象 団 体 

（監査対象団体を所管する県の部局） 
監査実施年月日  監査結果公表年月日 

公益財団法人岡山県育英会 

（教育庁） 
令和２年１月17日 令和２年３月27日 

監査の結果（指摘事項） 

 奨学金に係る未収償還金が，前年度末に比べ約3,590万円増加し，平成30年度末の残

高は300,917,796円であり，多額となっている。 

措置の状況 

 当育英会では，貸与段階における奨学生と保護者への奨学金制度の周知に努めるた

め，「事前確認書」を求めたり，借用証書記入時に金融教育を含め説明を行うなど返還

意識の向上を図っている。 

また，新たな未収償還金の発生防止に努めるため，口座振替不納者に対して，迅速な

電話督促を実施するとともに，過年分滞納者のうち１年未満の返還者への督促を強化し

たことにより，滞納者総数を減少させている。 

現在は，納付しやすい環境の整備を図るため，振替可能な金融機関の拡大や他団体が

実施しているコンビニ収納の導入，プロポーザル制度による債権回収会社の選定につい

て，具体的な導入方法や経費等を検討しており，県担当部局と連携し，予算化に向けた

準備を進めている。 

さらに，滞納対策の強化として，法的措置対象者基準の見直しにより，対象者を拡大

し，未収償還金の回収に努める。 

 

令和２年７月７日　岡山県公報　第１２２０８号


